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学生専用年間パスポートに続く、沿線地域活性化の第二弾 

小湊鐵道×まなびーいんぐ 
市原高校内に、地域で子どもを育む「u-school」開校！！ 

「移動」を支える小湊鐵道と「学び」を支えるまなびーいんぐが、地域の未来を共につくる 

 
株式会社まなびーいんぐ（本社：千葉県千葉市・代表取締役：中山諒一郎）と小湊鐵道株式会
社（本社：千葉県市原市・代表取締役社長：石川晋平）は、2026年9月下旬、千葉県立市原高等
学校内に、小学校高学年から中学生を対象とした新たな学び場「まなびーいんぐ u-school（ユ
ー・スクール）」を開校します。 
 
小湊鐵道では、人口減少、とりわけ子どもの減少が進む沿線地域において、「子どもたちが地域
で学び、育つ環境をつくること」を、沿線地域活性化の重要なテーマの一つと捉えています。 
  



その取り組みの第一弾として2026年度から学生専用全線年間パスポートを開始し、今回、その
第二弾として、教育事業者である株式会社まなびーいんぐと連携し、上総牛久に新たな学び場
「u-school」を開校します。 
 
まなびーいんぐは、市原市とも連携して加茂学園で放課後学習塾「加茂塾」の運営に協力する
など、行政・学校と連消した地域の教育課題への取組も進めています。 

 
市原高校の施設を活用し、民間事業者・学校・鉄道会社がそれぞれの強みを生かしながら、 
地域の住民とともに、子どもたちを地域全体で育む「共育」の環境づくりに取り組みます。 
 

１．第一弾は「移動」、第二弾は「学び」 
小湊鐵道沿線では、人口減少、とりわけ子どもの減少が大きな課題となっています。 
将来の鉄道利用者となる子どもたちが減少することは、鉄道事業の将来だけでなく、 
地域そのものの持続可能性にも関わる問題です。 
そこで小湊鐵道では、まず学生専用全線年間パスポートを開始。8月25日時点での利用者数が 
883名（前年比3.6倍）と大幅に増えました。 
子どもたちが鉄道を利用して、学校へ、地域へ、そしてさまざまな学びや体験の場へ移動しや
すい環境をつくりました。 
 
今回のu-schoolは、その次の一歩です。 

  



２．「学び方を学び、学びの楽しさを知る。」 
u-schoolのコンセプトは、「学び方を学び、学びの楽しさを知る。」です。 
小学校高学年から中学生を対象に、1対2の少人数・オーダーメイド型の指導を行います。 
 
特徴は、単に知識や答えを「教える」のではなく、「一緒に考える・問いかける」、対話型の授
業です。 
 
独自教材「学び方カード」を活用し、子ども一人ひとりが自分に合った学び方を見つけること
をサポートします。 
 

３．地域の保護者から聞こえてきた「勉強の仕方を教えてほしい」 
u-schoolの開校にあたり、牛久地域の保護者へのヒアリングを行いました。 
そこで聞かれたのが、「答えは教えられても、勉強の仕方や考え方は家では教えられない」とい
う声です。 
 
さらに、「勉強の仕方を教えてもらえるならぜひ受けさせたい」という期待も寄せられました。 
 
保護者が子どもたちに望んでいるのは、単にテストの点数を上げることだけではありません。 
「まずは机に向かってほしい」 
「勉強する習慣を身につけてほしい」 
「自分に合った勉強の仕方を見つけてほしい」 
そんな日々の変化を支えることも、u-schoolの役割です。 
 

４．「都会に行かなくても、地域で学べる」環境を 
地方に住む場合、都市部と比較して教育機会の選択肢が限られていることが、子育て世帯にと
っての課題の一つとなっています。 
子どもの教育を考えたとき、「もっと選択肢の多い場所に引っ越そう」と考える家庭もあります。 
だからこそ、地域に住みながら質の高い学習機会を得られる環境をつくることには、大きな意
味があります。 
 
u-schoolは、地域の中に新たな学びの選択肢をつくり、子どもたちが住み慣れた地域で学び、成
長できる環境づくりを目指します。 
  



５．市原高校を地域の学びの場として活用 
地域連携協働校に指定され、地域の自治体や企業等との連携を推進している千葉県立市原高等
学校の施設を活用して開講します。 
学校施設を地域の子どもたちの学びや成長を支える場として活用する、新たな連携の形となり
ます。小湊鐵道、まなびーいんぐ、市原高校がそれぞれの立場から力を持ち寄り、地域の教育
環境をより豊かにしていくことを目指します。 
 

６．市原市とも連携し、地域の教育課題の解決に取り組む「まなびーいんぐ」 
まなびーいんぐは、市原市とも連携し、地域の子どもたちの学びを支える取り組みを進めてい
ます。 
2026年9月からは、市原市が加茂学園で開設する放課後学習塾「加茂塾」において、学習支援を
担当します。行政と民間、それぞれの強みを生かし、地域の教育課題の解決に取り組んでいま
す。 
こうした行政・学校との連携の経験も生かしながら、u-schoolにおいても、地域の企業・学校・
住民とともに、地域で子どもを育む「共育」の拠点を目指します。 
 

７．小湊鐵道の学生年間パスポートが、新たな事業参入の後押しに 
今回のu-school開校には、小湊鐵道の学生年間パスポートも大きく関わっています。 
 
株式会社まなびーいんぐ 
代表取締役 中山諒一郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私たちが上総牛久でu-schoolを立ち上げる決断ができた背景には、

小湊鐵道さんの学生年間パスポートがあります。学生が地域の中を移

動しやすくなり、今後、学生の鉄道利用が増えていくことを見込めた

ことで、「この地域には新しい学びの場をつくる可能性がある」と感

じ、開校を決めることができました。 

今回の取り組みを、教育事業者だけで完結するものにはしたくあり

ません。小湊鐵道さんをはじめ、地域の企業、学校、住民の皆さんと

一緒に、地域で子どもを育む「共育」の拠点をつくっていきたいと思

っています。 



８．なぜ、鉄道会社が「学び」を支えるのか 
小湊鐵道株式会社 
代表取締役社長 石川晋平 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
９．地域で子どもを育む「共育」の拠点へ 
u-schoolは、単なる学習サービスとして完結するものではありません。 
地域の企業、学校、住民がつながり、子どもたちの成長を地域全体で支える。 
そんな「共育」の拠点として、地域に根付いていくことを目指します。 
 
子どもたちが地域で学び、地域で育つ。 
そして、「この地域で子どもを育てていきたい」と思える人を一人でも増やしていく。 
まなびーいんぐと小湊鐵道は、u-schoolを一つのきっかけとして、交通と教育、地域のさまざま
な主体がつながり、子どもたちの未来と地域の未来をともにつくる取り組みを進めていきます。 
 

取り組み概要 
名称  まなびーいんぐ u-school 
開校  2026年9月下旬 
場所  千葉県立市原高等学校内 
所在地  千葉県市原市牛久655 
アクセス 小湊鐵道 上総牛久駅から徒歩9分 
対象  小学校高学年～中学生 
教科  5教科・受験対応可 
指導  1対2の少人数・オーダーメイド指導 
特徴  「学び方カード」、対話型授業 
運営  株式会社まなびーいんぐ 
後援  小湊鐵道株式会社 
 
 

 

小湊鐵道にとって、子どもたちは将来の地域を担う存在であり、同時に将

来の鉄道利用者でもあります。沿線では人口減少、とりわけ子どもの減少が

大きな課題となっており、鉄道を将来にわたって走らせ続けるためには、単

に交通を便利にするだけでなく、「この地域で子どもを育てたい」と思って

もらえる環境をつくっていくことが大切だと考えています。 

私たちはこれまで、学生年間パスポートによって子どもたちの「移動」を

支えてきました。今回のu-schoolへの後援は、その先にある「学び」を支え

る取り組みです。 

子どもたちが地域で学び、地域で育ち、将来もこの地域に暮らしたいと思

える。そんな沿線を、地域の企業や学校、住民の皆さんと一緒につくってい

きたいと考えています。 

鉄道会社として、列車を走らせるだけでなく、子どもたちの未来を支える

ことも、地域の未来を支える私たちの役割だと考えています。 



料金プラン 

※月4週で試算。詳細・開講日時は公式サイト・公式LINEで案内。 
※無料体験会を実施中。 
 

公式ウェブサイト 
https://manabing.com/u-school/ 
 

本件に関するお問い合わせ 
 
株式会社まなびーいんぐ 
担当：西野 七海 
TEL：043-330-5996 
E-mail：info@manabinginc.com 
 
小湊鐵道株式会社 
担当：西邑 雄一 
TEL：0436-21-3133 
E-mail：y-nishimura@kominato.co.jp 


